
議案第２４号 

 

　　　勝山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 

 

　勝山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のように制定する。 

 

　　令和８年９月８日提出 

勝山市長　水上　実喜夫　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　提案理由 

　消防庁通知（平成２０年３月２７日付け）との整合性を図る必要があるため、この案を提出する。 



勝山市条例第　　号 

 

勝山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 

 

勝山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例(昭和41年勝山市条例第14号)の一部を次のように改正する。 

 

次の表の改正前の欄に掲げる規定の下線で示す部分を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すとおり改正する。 

　　　附　則 

この条例は、令和8年10月1日から施行する。

 
改正前 改正後

 
(退職報償金) (退職報償金)

 
第18条　（略） 第18条　（略）

 
2　（略） 2　（略）

 
3　第2条第1項の規定にかかわらず、消防団員等公務災害補償等責任

共済等に関する法律施行令(昭和31年政令第346号)第4条第3項に定

める条例定員の数は、第2条第1項に定める定数から             

                                                           

                                                           

                                   同条第3項に定める大規模

災害団員の定数を減じた数とする。

3　第2条第1項の規定にかかわらず、消防団員等公務災害補償等責任

共済等に関する法律施行令(昭和31年政令第346号)第4条第3項に定

める条例定員の数は、第2条第1項に定める定数から任用に当たって

従事すべき消防事務の範囲が極めて限定されており、かつ、当該

消防事務の量、困難性等、団員間の衡平その他の事情に照らして

退職報償金を支給することが適当でない同条第3項に定める大規模

災害団員の定数を減じた数とする。


